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都教組大会(5/16)でのＴ代議員(済美養護)の
発言(文書)から

東京都教育委員会が所管する特別支援学校は、都立57校のほか区立が５校あります。私

が勤務する「杉並区立済美養護学校」は区立５校のうちの１つで、本年度は知的障害をも

つ小中学生145名が通学し、31学級56名の教員が勤務しています。他に区立特別支援学校は

「新宿区立新宿養護学校」「板橋区立天津わかしお学校」「葛飾区立保田しおさい学校」

「大田区立館山さざなみ学校」があり、新宿養護は肢体不自由の児童・生徒が通学、ほか

の３校は千葉県の南房総で病弱児童が寄宿舎生活を送っています。

済美養護学校は他の４校と同様に「区立特別支援学校」という特殊な状況に置かれてい

ます。その特殊な状況とは、属する区の小中学校の横並びの基準と、都立特別支援学校の

横並びの基準の２つに挟まれているということです。本校は今回のコロナ関連でも、早速

その基準の板挟みにあいました。

杉並区では３月２日から特別支援学校を含む小中学校を一斉休校としたところ、都立特

支が児童・生徒の「預かり」を行っていたため、急きょ、本校でも３月９日から児童・生

徒の預かりを行うことになりました。その結果、児童・生徒の一部がいつも通りスクール

バスで登校して学校生活を送ることになり、それ以来、本校は勤務する教員を減らすなど

した中で仕事を続けています。さらに ４月15日からは都立特支に合わせ「昼食」の提供も

行っています。調理員のほか配膳の手伝いをする教員など多くの人を介さなければならな

い特別支援学校にあって、ウイルスの感染リスクが高くなる状況でも都立特支に合わせな

ければならないということでしょう。

一事が万事、区としての方針を出しても、本校の児童・生徒の保護者が「都立特支はこ

うしている」と区に苦情を入れると、区はそれに合わせなければならないといった具合で

す。杉並区教委と都立特支との板挟み、そして我々組合員をはじめとする職員や保護者か

らの突き上げの中で、舵取りをしていかなければならない本校の管理職の苦労を察すると

ころです。

最後に、我々は今こそ優先順位の意識付けをしっかりと行わ

なければならないと思います。今回の場合、まず最優先すべきは

「 子どもたちの健康を守る」こと。刻々と変わる状況の中でも、

ここに「ぶれ」が無ければ、冷静に対処していけると思います。
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特別支援学校だけ設置基準がありません！教室が足りません！

１クラス８人を６人に。２学年以内で学級編成してください。


